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テレビ視聴をめぐる将来予測 



テレビ視聴時間の将来構造 

地上波視聴の減少傾向をBS・CS・CATVや録画再生視聴が補う 

ネット機器（PC/タブレットやモバイル）利用が自宅内でも台頭 



テレビ接触率（リーチ）変化のメカニズム 

各世代の経年変化より、世代自体の入れ替わりが個人全体に影響 



いわゆる若年層のテレビ離れ 

今年、世帯主年齢29歳以下の世帯ではテレビ保有率が85％に低下 

総世帯で普及率が微減に留まるのは60歳以上世帯シェアの増加に
よる 

 

    

        



女性のライフコース・ライフステージとテレビ視聴時間 

晩婚化・非婚化／女性の就業率の上昇／高学歴化がマイナスに影響 



ネットを活用した 

広告付き見逃し番組配信の可能性 



テレビ視聴にとって今後の動画視聴環境拡充は逆風 

3年間で、録画再生視聴とネット上の無料視聴が増加する傾向 

動画配信品質の向上が加速すれば無料配信視聴が大幅に勢いを増す 



広告付き見逃し番組配信サービス投入の効果・影響 

公式の見逃し番組配信の投入により違法動画視聴の伸びを抑止 

リアルタイム視聴と見逃し配信を合計した視聴時間の総量自体が増加 



IPサイマル配信の可能性 



IPサイマル配信投入の効果・影響 

IPサイマル・見逃し配信の両方の投入ではトータルで5.7分の視聴増 

公式配信が積極展開されれば、違法動画視聴を現状並みに抑止可能 



【参考】視聴方法の属性水準とシミュレーション条件 

テレビ番組の視聴方法を規定する８つの属性を設定 

主な視聴方法に対して8つの属性を組み合わせたプロフィールを設定 



ワンセグ対応端末の保有および宅外視聴の現状 

10・20代は30・40代と比べてワンセグ対応機の保有率が小さい。 

結果として、視聴あり層の比率も30代・40代よりも小さい。 



IPサイマル放送の潜在リーチ（間接アプローチ） 

宅外だけでなく、宅内を含めてテレビ視聴層を拡大する可能性 



【参考】潜在リーチ（間接アプローチ）の試算方法 

1. IPサイマル放送と同等の機能を実現した既存の製品の同定 

•

•

2. 保有・利用（視聴）・利用意向の把握 



IPサイマル放送利用意向（直接質問アプローチ） 

若年層ほど高い利用意向がみられる 



IPサイマル配信と見逃し配信の組み合わせの効果 

若年層でのネットでのワンストップ利用意向も高い 



調査概要 

次世代配信の導入がもたらすテレビ視聴構造の変化に関する調査 

 

IPサイマル放送の潜在リーチ調査 

 



参考資料 PC・スマートフォン・タブレット
端末の保有率 



2014vs2015  PC・携帯・スマホ・タブレットの所有率 



2014vs2015  PC・携帯・スマホ・タブレットの所有率


